
科目番号 授業科目名 学生の学修目標 学年

35575 保健医療論

・現在の保健医療サービスの概要について知識
をもつ。
・保健医療サービスの利用者やその家族の視
点から求められる医療と福祉の支援について考
え構想する力を身につける。

2

35578 人権論Ⅰ 2

35579 人権論Ⅱ 2

35574 介護保険制度論

世界で最も高齢化が進行している我が国にお
いて
・介護の社会化、認知症等に対する理解を深
め，要介護高齢者や家族・地域が抱える課題に
関心を持つ。
・高齢社会への対応として機能している介護保
険制度の内容・現状・課題について理解する。
・自身の生活と社会保障・社会福祉制度・政策
との関わりに目を向ける姿勢を身につける。

2

35572 社会保障論

市場経済とは異なる社会保障の仕組みとそれ
が現代社会において果たしている役割について
理解する。そのうえで，社会保障をめぐる具体
的な問題状況を新聞・雑誌・統計資料・文献等
をつかって自ら整理・分析し，社会保障を見る目
を養う。

2

35573 地域福祉論

・地域福祉の理論と歴史を理解する。
・地域福祉に関わる組織・団体・専門職の役割
について理解する。
・地域ニーズの把握方法と地域福祉計画につい
て理解する。

2

35950 現代社会と貧困

・生活保護制度の仕組みと役割について理解す
る。
・貧困問題に関する歴史的，国際的展開を踏ま
え，公的扶助制度の意義を理解する。

2

※開講期については年度により異なる場合があるため，履修を希望する年度の授業時間割表で確認すること。
　https://jinsha-gakusei.w3.kanazawa-u.ac.jp/cm/timetable/

・人権が，「人類の多年にわたる自由獲得の努
力の成果」（憲法９７条）であること，その「保持」
のためには，人々の「不断の努力」（同１２条）が
必要であることを理解する。
・人権保障の対象であると同時に，公務員や専
門職の場合は，人権保障のにない手となるこ
と，さらには他の人の人権を尊重する姿勢を身
につける。

副専攻名   現代福祉論［基礎］

副専攻のCP(カリキュラム編成方針）

人間社会学域以外の学生が，現代の社会福祉を理解するための基礎を身につける科目群として位置づけられ
ている。福祉マネジメント論，人権論および福祉マネジメントコースの専門科目のうち最も基本的な科目の計７
科目中より１０単位以上を修得することによって，社会福祉の仕組みと役割に関する基礎的な知識を学び，現
代の福祉制度や政策について主体的に考え取り組むための素地を形成することを目指している。

副専攻の学修成果

副専攻を構成する科目

・社会福祉の仕組み，制度に関する基礎的な知識を身につける。
・社会福祉の意義と役割を理解する。　
・現代の福祉制度や政策に対する問題意識をもち主体的に考える姿勢が身につく。
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